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～思考場面導入の試みを通して～ 
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１．はじめに  

 子どもの体力・運動能力の低下が一つの背

景となり学習指導要領は改訂された。改訂さ

れた指導要領では，体育科の改善の基本方針

について，「～改善の方法などを互いに話し合

う活動などを通じて論理的思考力をはぐくむ

こと～」としている。このことから体を動か

すことで様々な身体能力を身に付けることを

ねらいとする体育科教育においても，思考力，

判断力の育成が求められている。  

また，これまでは 5 年生から行っていた「体

つくり運動」をすべての学年において発達の

段階に応じて指導することとなった。導入の

目的は体を動かす楽しさや心地よさを味わう

とともに日常生活や遊びの中に現れる動きを

意図的に授業で取り上げ，子どもに経験させ

ることで，動きのレパートリーを増やし，動

きの質を高めながら，体の基本的な動かし方

を総合的に身につけることである。体力を高

めることを直接の目的として行うのではなく，

楽しく運動しながら体の基本的な動きを身に

つけ，将来的にさまざまなスポーツの技能を

習得しやすくすることにつなげるようとする

ものである。  

体つくり運動の第１学年及び第２学年の目

標及び内容においては，思考・判断について

「体つくりのための簡単な運動の行い方を工

夫できるようにする。」とある。このことから

も体を動かすと気持ちがよいことに気づき，  

友達と一緒に運動をしたり用具を使って運動

をしたりするなどと共に， 楽しく運動できる

行い方を選ぶことや，多様な動きをつくる運

動遊びの行い方を知り， 友達のよい動きを見

つけるなど，思考力，判断力に関わって工夫  

 
の導入，すなわち思考することが求められて

いる。  

 

２．研究目的  

 本研究では体育科における思考力，判断力

を育むための，考える活動に焦点を当て，以

下の教授原則のもと思考場面を意図的に取り

入れた授業の考案と実践を行い，児童の気づ

きや工夫の変容を検証することを直接の目的

とする。併せて体育科における思考力，判断

力の育成のあり方について検討する。  

 
【教授原則】  

（１）取り上げる運動の選択基準  

 本研究の授業実践では，体つくり運動の中

でも「用具を使う運動遊び」と「体を移動す

る運動遊び」を取り上げる。用具を使う運動

遊びはフラフープと，ボールを使用する。そ

れぞれ２つの基本的な運動遊びを提示し，児

童にその洗練化と多様化を求める。体を移動

する運動遊びはじゃんけんすごろくを実施す

る。じゃんけんすごろくは単元として，用具

を使う運動遊びだけでは物足りない基本的な

動きの種類の多様化と，1 時間の授業におけ

る運動量の確保を目的とする。また，勝敗が

偶然性で起こるゲーム的な要素を取り入れる。 

取り上げる運動の基準は以下の通りである。 

 ①児童が楽しむことができる。  

 ②多様な動きが含まれる。  

 ③児童が初めて行う運動である。  

 ④運動に発展性がある。  

 ⑤複数人でできる，関わり合いがある。  

 ⑥児童の実態に合致している。  

（上達が見込める）  
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